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論 文内容の要旨
本論文は，高出力ガラスレーザー γステムの性能向上に関する研究をまとめたものである。
第1章は緒論であって，大型ガラスレーザーシステムの現状及び問題点を明らかにし，コンポーネ ン
トの信頼性及びトータノレシステム設計の重要性を述べている。
第2章はι 高安定レーザー発振器の研究を行い，高出カガラスレーザーシステムに適した長期安定な
発振器の開発について述べている。変調過度減衰法を考案し，モード同期パルス幅の抵張実験を試み，
モ ド周期ノ力レスの長パノレス化への見通しを与えている。強制モード同期発振器のレーザーパノレスの周波
数チャープを発見し，周波数チャープを利用したパルス合成法による波形整形技術を明らかにしている。
第3章は，光パルス抽出器開発の研究結果を述べている。アパランシェトランジスターの縦並列回路
化とトランジスターの選別法の確立により高安定，長寿命パルス抽出器の開発に成功L，また高速でジッ
ターの少ないレーザートリガー誘電体スイ ッチ及びシリ コンスイッチを開発した結果を与えている。
第4章は，高出力ガラスレーザーシステムの動作特性の研究について述べている。 20kJレーザ-.y
ステム激光XI号の動作解析と性能向上の研究を行い高出力化を実現している。また1 次期システムの設
計を行い，第3高調波による100kJシステムへの増力の指針を与えている。
第5章は，レーザーシステムの性能評価のため開発した一連の計測技術について述べf プリパルス計
測について開発した結果を与えている。ビーム波面計画IJによりリップJレが成長しそれが集光特性に影
響することを実験し，解析を行っている。
第6章では，高出力化のために，関口利用率の高いビーム伝搬を行う新方式のソフ トアパーチャーの
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考案を行い，その見通しを与えている O
第7章は，自動光軸調整装置の問題点を明確にし，その改良を行い得られた成果を述べている O
第8章は，結論であり，以上7章にわたって述べた結果をとりまとめ，高出力ガラスレーザーの高出
力設計についての基礎を与えている O
論文の審査結果の要旨
レーザー核融合研究用高出力ガラスレーザーの発振器の開発を行い，高安定モード周期発振を実現し，
パルス合成法による波形整形技術の開発を行い，周波数チャープ現象を利用した安定な波形整形を実現
した成果をまとめている O またレーザーシステムの動作解析を行い，高出力動作安定化のために，必要
な工学的諸問題を明らかにしている。
本論文の主な成果を要約すると次の通りであるO
(1) 激光盟号用主発振器の開発を行い完全国体素子化をなしとげ，高い発振安定性を実現しているO
(2) また発振の変調過度減衰をしらべ，モード周期パルスの時間幅拡張を実現し，安定な長パルス発生
の見通しを確立している O
(3) 発振器からの強制モード同期パルスに周波数チャープがあることを取り上げ，この特性を利用して
パルス合成を行い任意の形のパルスを得ることに成功している O
(4) 一連のモード同期パルス列より単一光パルスを抽出するためアパランシェトランジスター光スイッ
チやレーザートリガー誘電体スイッチの開発を行い，その技法を確立している。
(5) 激光xn号ガラスレーザーシステムの性能評価とその向上のため，各種のデーターベースを完成し，
安定なレーザー動作を実現している O
(6) さらに次期計画として考えられるレーザー設計を実施し，出力を100kJから 1MJへ増力するため
の指針を与えている。
以上のように本論文は慣性核融合の研究に不可欠な大出力レーザーの性能向上に関する技術的問題を
解決し，レーザー核融合工学の分野に寄与するところ大である O よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認めるO
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